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骨折ノ骨髄及ビ其他ノ網状織内被

細胞系n及ボス影響

愈臨脈的観察

金澤留科大學熊埜御堂外科敏室（主任熊埜御堂教授）

助手 中
     Takaslii 7Vaha

隆

（昭和17年2月27日送附）

（本論文要旨ハ昭和16年4月日本外科學會二於テ護表セリ）

内 容 抄 録

 臨躰的二我が熊埜御堂外科入院骨折患者＝就キ，末

梢，骨折部骨臆血液樵査及ピAzorbin Sニヨル肝臓機

能試験ヲ行ピタリ．

 自血球機能ハ動物實験二於ケル如ク骨折部，末梢部

共ニー過性ノ昂進見ラル．然シ複雑骨折ニチハ却テ下

降ノ傾向アリ．

 伺白血球数，血小板数及ビ赤血球沈降速度モ骨折後

一過性二増大ス．色素排出試験ヨリ見タル肝臓機能ハ

骨折線3一一5日目ノ患者二稽低下セルラ知ル．以上ノ

攣i動ハ新鮮骨折患者ニシテ15日ヲ経過セル陳蕾性ノモ

ノ精一然ル攣化見ラレズ．

第1章 緒 言

第2章 實験材料及ビ方法

第3章 實験成績
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第1章 緒

 外傷ニヨル骨折ハ我々外科讐ノ日々遭遇スル

疾患ナリ．余パ第1編ノ動物實験ニテ骨折ニヨ

ル骨折部及ビ末梢部血液帥チ白血球機能ノ影響

ヲ槍討セリ．依テ今回ハ臨林上骨折患者二於テ

コノ種ノ攣化ヲ観察セリ．外傷骨折が生艘二與

ヘラレタル時只骨折部ノ攣化ノミナラズ，生鐙

全髄ク生活力ニモ攣動アルハ論ヲ倹タナイ．依

言

テ吾々ハ以下ノ如ク末梢血液ノ憂化ガeq ＝骨折

ノミ＝ヨラズ，是レヲ生ゼシメタ外力が骨折以

外二生膿二審シク攣化ヲ與ヘテヰル事ヲ考ヘネ

バナラヌ．故ニコレ等ノ攣化ハ主トシテ骨折＝

ヨル攣化ニヨルモノナルモ，街末梢血液ノ攣動

ハ勿論軟部外傷ヲモ伴フ骨折ノ影響ト見ルペキ・

デアル．

［ 1 ］



2 申

               第2章

 軍純骨折及ビ複雑骨折二於テ骨髄内及ビ末梢血期中

ノ自血球機能：及ビ肝臓機能ヲ瞼査セリ．皮下骨折ハ骨

折部穿刺可能ノモノハ是レヲ施行シ，：叉観血的手術ノ

序二骨髄血液ヲ探取スルモノモアリ．ue ・全部ノ骨折

                第3章實

 實験施行例中数例ノミヲ記載ス．表ノ遊走速

度ハμ／分1・シ，喰菌十一上ヨリ喰細胞，喰菌

           患者 高木 20Lj： ♂

二二材料及ビ方法

患者二全種類ノ測定ヲナシ得ズ．自然ソノ實験例激ハ

少数ナリ，Azorbin Sニヨル肝臓機能試験ハ中島，多

田氏法ニヨル．

験成 計

数，及ピ喰菌丁数トス．

     第1節 軍純 骨折

左側尺骨及ビ擁骨骨折

＼測点目
末梢部 骨折部 白

 赤血球沈降速度
iウエスターグレン）

血 アゾルピソS試験

血 （mm） 小

骨折
@後日

三度

ｰ
喰菌力

此度

a
喰菌力

数球
1時間 2時間 板面

3時間 5時間

計

36 28
2 24．5 90 15．4 64 21000 48 78 510000 15 5 20

126 92
35 36

7 26．2 88 19．8 78 12000 21 38 280000 13 0 13
123 114
32 31

20 23．4 90 15．8 88 9000 14 26 310000 16 0 16
122 119
39

30 25．1 86 10000 300000 12 0 12
125

32
40 ． 23．0 88 9000 10 16 380000 12 0 12

120

 末梢部遊走速度，喰菌力ハ著シキ攣動ヲ見

ズ．只骨折後第7日目二稻遊走速度ノ大トナル

ヲ見ル．

 骨折：部＝於テハ遊走速度ハ第7日目二昂進

ス．白血球撒ハ第2，7日目二増加シ，赤血球

           患者 藤島 50：Lj： ♀

沈降速度ハ第2日目二大トナル．血小板数モ増

加ス．「アゾルビンS排出試験ニチハ肝臓機能

稻低下スルヲ第2日目＝見ル．

 第20日目以後＝於テハ皆正常値二項蹄セリ．

右側脛骨及ビ腓骨骨折

末梢部 骨折部
赤血球沈降速度

iウエス潔一グレン）
アゾルビンS試験     口白血球敏 血小板数測定

@種目

恊ﾜ
纉

遊度

a
喰菌力

遊蓋

J
喰菌力

1時間

2 ．
條ﾔ

3時間 5時…間

計

5 25．4

38
X1
P29

11000 12 18 320000 16 8 24

7 28．7

37
X4
P31

8000 410000 13 0 13

15 23．1

離116

9000 260000 11 0 11

30 24．6

30
W6
P16

9000 5 8 390000 16 0 16 0

［ 2 ］



骨折ノ骨髄及ピ其他ノ網状織内被細胞系二及fX影響 3

末梢血液ハ7日目二遊走速度大ナルヲ知ル． 肝臓機能ハ5日目二低下，

患者 武者 30：Lj： ♂ 右側大腿骨骨折

末梢部 骨折部
 赤血球沈降速度
iウエスターグレ：ン）   （mm） アゾルピソS試験

白血球激 血小板数測定
@ 種目

恊ﾜ＼
@後日＼

遊度

a
喰菌力

遊度

ｰ
喰菌力

1時間 2時聞

3時聞 5時間

計

2 31．5

42
P12
P54

21000 14 26 620000 14 8 22

5 28．6
36
P00
P36

16000 18 25 340000 11 3 14

7 24．2

32
X1
P23

10000 13 18 380000 8 0 8

20 25．3

35
W8
P23

9000 7 12 410000 12 0 12

 骨折後2－5日目二遊走速度増大．白血球

数，血小板敷増加．

赤血球沈降蓮度モ促進ス．

肝臓機能ハ2－5日目二低下ヲ示ス．

患者 田子島 16：Lj： ♀ 右側上搏骨骨折

＼測定
@ 種目 末梢部 骨折部 自

 赤血球沈降速度
iウエスターグレン）

血 アゾルピソS試験

血 （mm） 小
5

骨折
@後日

二度

a
喰菌力 遊度

ﾌ
喰菌力

球数 1時間 2時間 二二

3時間

時間 計

41 29
1 28．0 116 14．3 73 19000 19 23 460000 13 5 18

157 102

39
3 26．7 106 18000 490000 12 0 12

145
38 34

7 25．3 84 20．7 92 9000 280000
122 126
35

15 25．4 87 10000 6 11 190000
122
36 30

20 24．6 91 18．2 87 8000
ユ27 117

 末梢部譜第1月目白血球機能昂進・骨折部ハ

第1日目低下スルモ7日目二増進スルヲ認ム，

白血球撒，血小板数ハ第1日目二増加．

肝臓機能ハ第1日目低下．

［ 3 ］



4 申

患者 山口 28Lj：6 右側尺骨及ビ擁骨骨折
測定
    末梢部 種目 骨折部

    遊心 喰  遊度 喰

骨9日翌翌魏勇

白

血

球

 赤血球沈降速度
（ウエスターグレソ）
   （mm）

血

小

板

数

アゾルゼンS試験

1

時
間

2

時
間

3 1 5
時  時  垣
間  間

42 29
1 31．2 121 15．3 77 23000 650000 18 9 27

163 106
39 30

3 26．7 109 14．7 80 19000 25 34 460000 15 3 18
148 110
37 28

7 27．6 90 15．4 80 12000 370000 12 0 12
127 108

40
10 27．0 98 19．7

138

40
20 26．3 96 16．3 9000 8 15 390000 14 0 14

136

末梢部白血球機能一案1日目，骨折部：於テ

・10日目二増進スルヲ見ル．白血球数及ビ血小

           患者 田村 16Lj：6

板数ハ第1日，3日目＝於テ増加ス．

 肝臓機能ハ3日目迄低下．

右側尺骨及ビ擁骨骨折

末梢部 骨折部 赤血球沈降速度
iウエスターグレソ）

@ （mm）

アゾルビンS試瞼
白血球数 血小板敷測定

@種目

恊ﾜ
纉

二度

a
喰菌力

二度

U
喰菌力

1時間 2時間

3時間 5時間

計

1 25．1

§書123

15．1 16000 9 13 570000

2
 ｛ 36
Q3・2 p、婁9 21．2

38
X0
P28

9000 31 50 590000

5

書9128

17．1

29
V9
P08

一11000 290000

7 26．1

36
W2
P18

18．3 9000

10 26．8

蚤128

9000 8 15 340000

骨折部白血球機能ハ第2日目＝著シキ昂進ア  リ．白血球数，血小板数ハ骨折初期二増加アリ．

            患者 鷲屋 9：Lj： 9 右側大腿骨骨折

末梢部 骨折部
赤血球沈降速度

iウエスターグレン）

@ （mm）

アゾルビンS試験
白血球数 血小板数測定

@種目

恊ﾜ＼
纉冝E、

遊度

U
喰菌力

遊度

a
喰菌力

1時聞 2時間

3時間 5時間

計

26 22．6

34
W2
P16

8000 11 16 490000 11 0 11

30 22．4

31
W0

P11
9000 15 20 390000 13 0 13

40 23．1

36
W6
P22

9000 10 14 395000 14 0 14

50 24．2

32
X0
P22

7000 ’1 X 16 410000 10 0 10

［ 4 ）



骨折ノ骨髄及ピ其他ノ網状織内被細胞系二及求ス影響 5

陳蓄性骨折ナル旧著シキ攣動見ラレ’ズ． 第2節複 雑 骨折

患者 永井6：Lj：右側脛骨骨折

測定
@種目 末梢部 骨折部 白

 赤血球沈降速度
iウエスターグレソ）

血 アゾルビンs試験

血 （mm） 小

骨灘
遊度

喰菌力 遊度

a
喰菌力

球激 1時間 2時間 板激

3時間 5時．間

計

38 26
1 22．1 94 15．1 80 18000 400000

132 106

27 30
2 20．9 84 17．1 74 19000 730000

111 104

31
3 21．6 83 520000

114
35

5 21．3 91 10000
126
36

ユ0 25．6 91 12000 350000
127
34 32

20 26．4 88 19．6 88 11000 410000
122 120

末梢部白血球ハ骨折初期＝於テ機能低下．

骨折部昌テモ著シキ低下ヲ見ル．白血球数ハ

1－2日，血小板数ハ2日目二二シキ増加．

患者 高田 9：Lj： 9 右側大腿骨骨折

末梢部 骨折部
赤血球沈降速度

iウエスターグレソ）

@ （mm）

アゾルピソS試瞼
測定

@種目

恊ﾜ
纉

白血球敏 血小板激

遊度

a
席順力 遊度

ﾇ
喰菌力

1時間 2時間

3時間 5時間

計

1 22．3

31
W2
P13

16．3 9000 630000

’2 24．1

36
W9

P25
14．0

29
V6

P05
10000 510000

5 20．6

30
V9
P09

12．5

28
W4
P12

15000 34000⑪

7 25．4

37
X4
P31

18．3 270Gρ 390000

20 28．6
38
X7
P35

19．4 10000
迅

末梢部白血球機能ハ7日目二於テモ低下ヲ示

ス．

骨折部ハ5日目二最低．

白血球数ハ7日目二増加スルヲ知ル．

血小板撒ハ第1，2日目二男シキ増加．

［ 5，）



6 申

患者 松田 53Lj．：右側脛骨骨折

測定
嵂ﾚ 末梢部 骨折部 白

（ウエスターグレソ）
・血球沈降速度

血 アゾルビンS試験
血 （mm） 小

5

骨折
纉

遊唄

a
喰菌力

両度
喰菌力

球数 1時間 2時聞 板敷

3時間

時間 計

41 34
15 一30．1 112 20．3 84 11000 11 16 420000 8 0 8

153 118
36 28

1 25．4 91 16．4 79 10000 27 34 630000 14 0 14
127 107
35 30

3 22．1 88 17．1 82 9000 31 43 450000 13 6 19
123 112
31 24

5 23．4 89 14．3 68 25 40 350000 12 9 21
120 92

駐
36

6 25．8 91 r 21000
127

39 32
18 29．7 109 21．4 80 9000 9 15 380000 10 0 10

148 112

末楕部白血球機能ハ1－6日目持綾的二低下

シ18日目二正常トナルヲ知ル．

骨折部ハ1－3日目ト低下シ5日目n於テ著
シク低下ス．此虞二於デ下腿切断ヲ施行セリ，

 白血球歎ハ骨折初期著シキ攣動無キモ6日目

二増加ヲ示ス．血小板数ハ1日目二増加．

肝臓機能ハ3－5日目二低下．

患者 小竹 34：Lj：6 右側第3，4，5踪骨骨折

末梢部 骨折部 （ウエスターグレン）   （mm）赤血球醗澱面1ア帰ピソs識白血球鞍＼測定
@ 種目

恊ﾜ
纉

十度

a
喰菌力

十度

ﾇ
喰菌力

1時間 2時間

小丁数

3時間 5時間

計

1 27．6

45
P07
P52

15．5

29
W0
P09

12000 29 37 530000 12 0 12

3 25．4

40
X8
P38

19．4

34
W4
P18

9000 31

4。16、。。。。   1

15 6 21

7 24．3

38
W9
P27

9000 30 44
1410000

10 0 10

15 24．1

36
W4
P20

8000 18 ． 21 390000

40
  0
Q5．6

37
X4
P31 1

8000 12
   i1％450000

11 0 11

 複雑骨折ナルモ第1日目二末梢部白血球機能

増進ス．局所ニチハ第3日目二機能昂進ス．

 赤血球沈降速度促進シ，血小板数ハ3日目二

増加．肝臓機能ハ3日目二低下．

 此ノ症例ハ複雑骨折時ノ異型ヲ表ハス．短骨

骨折ノ爲メナラン．

【 6 コ



骨折ノ骨髄及ビ其他ノ網状織内被細胞系二及＊“ス影響 7

患者 瀧田 56：Lj：右側脛骨骨折

驚目  ’

末梢部 骨折部 白  赤血球沈降速度
iウエスターグレン）   （mm） 血 アゾルビンS試験

血 小

  ＼

恊ﾜ＼
@後日＼

遊度
喰菌力

遊度
喰菌力

球数 1時間 2時間

、板
3時間 5時聞

計

36 28
2 25．0 91 15．3 76 9000 8 15 380000

127 104
31 24

1 20．3 80 12．1 64 10000 21 35 290000
111 88
30

2 19．4 74 580000
104
35

5 22．1 88 21000 610000
123
38

15 24．6 100 10000 7 10 320000
138

 骨折後1－5日目末梢部白血球機能低下．骨

折部モ2時間，1日ト漸次低下．

 白血球数体5日月，血小板撒ハ2－5日目＝
        4｝

第4章 結

 以上輩純（皮下）骨折患者7名，複：雑骨折患者

5名観察ノ結果麹ノ結論ヲ得タリ．

 〈1）骨折部白血球機能ハ自存骨折後5一一7日

目＝上昇ス．複雑骨折ハ常＝低下ノ儘経験セ

リ．

 （2）末梢部白血球機能ハ骨折後一・過迫田上

昇．是レハ軍純骨折＝特二著シ．

 （3）白血球数，血小板藪ノ」曾加アリ．

 （4）赤血球沈降速度ハ促進ス．特二複雑骨折

増加．

 赤血球沈降速度ハ第1日二二促進．

論

＝著シ．

 （5）肝臓機能ハ骨折後1一一3日目低下ヲ示

ス．

 （6）以上臨豚的實験ハ動物實験ト大盟二於テ

ー致スルヲ認ム．

稿ヲ終ルニ臨ミ御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜ハリ

タル恩師熊埜御堂敢授二深甚ノ謝意ヲ表ス，

侮御指導ヲ賜りタル本旨細菌學教室二深謝ス・

［ 7 ］


